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    『ぶらり散歩 権太坂』 導入編       佐桒愼二   2015,10,25 

今年 6 月同窓会の HP に『ぶらり散歩 権太坂』を寄稿しましたが、今回は JR 保土

ヶ谷駅を起点として、前回のスタート地点まで歩いてみましょう。 

 

東海道の保土ヶ谷宿は日本橋から 8 里下った位置にあります。帷子川（かたびらが

わ）と今井川が侵食して細長い谷を作った場所で、窪んだ地形の「ホド」(陰)から地名

が付けられました。JR 保土ヶ谷駅西側に線路と並行しての走る商店街が旧東海道です。

宿場の様々な機能を果たした「助郷会所跡」、「問屋場跡」（といやば）、「高札場跡」の

標識を通り過ぎると「金沢横町の道標」

4 基に出会います。ここは金沢道や鎌

倉道への分岐点です。道標の古いもの

は天明 3 年（1783 年）に作られたもので、中には

俳句を詠んだ珍しいものもあります。道標脇には

観光案内の「程ケ宿番所」があり、パンフレット

の入手やトイレ休憩ができて便利です。    
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JR 東海道線・横須賀

線の踏切を渡って金

沢・鎌倉道を上ります

と、北条政子が休憩し

たと言われる「御台所

の井戸」や北向きに建

てられた「北向き地蔵」

があります。 

旧東海道に戻り大き

な踏切を渡って国道 1

号線に出ます。ここは

箱根駅伝のルートですが、実況中継のアナウンサーがここで、「保土ヶ谷橋を右に曲が

って、いよいよここから権太坂の長い登りで、『花の 2 区』といわれる箱根駅伝の最初

の難所です！」放送する場所です。 

最初に「保土ヶ谷本陣跡」がありま

す。本陣は小田原北条氏の家臣の子

孫苅部家が務め、問屋、名主を兼ね保

土ヶ谷宿では最も有力な家でした。

また安政 6 年（1859 年）の横浜開港

の際には、当主が総年寄に任じられ、

初期の横浜町政に尽くしました。現

在は姓を軽部に改めています。通り

に面して残された門や土蔵から、説

明標識に描かれた昔の豪壮な本陣全

景を偲ぶことができます。 

近くには脇本陣の「旅籠本金子屋跡」があり

ます。通用門や格子戸が当時の旅籠の雰囲気を

伝えています。本陣が混雑した際に休憩や宿泊

に使用されるものです。保土ヶ谷宿には本陣が 1 つ、脇本陣が 3 つ、茶屋本陣が 1 つ、

旅籠屋が天保 13 年には 69 軒もあり、大変賑わっていたようです。 
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JR 東海道線の反対側には本陣苅部家の菩提

寺「大仙寺」があります。平安中期の 970 年頃

創建された保土ヶ谷では最も古い真言宗の寺院

です。東海道を行き来する旅人の信仰も厚く、

道中安全の祈願で賑わったと伝えられていま

す。 

街道脇の今井川

を反対側に渡って

坂道を少し登りますと「八幡社」があります。鎌倉時代末

期（1318 年）に創建され祭主は應神天皇です。本殿は江戸

時代の建立と伝えられています。参道脇に大きな公孫樹の

木が 2 本立っています。 

先に進みますと平成 19 年に復元された一里塚と松並木

が現れます。一里塚は日本橋から 8 番目で、塚の上には昔

を偲んで小さな榎が植えられえています。街道脇には松の

木が植えられています。今はまだ小さいですが、将来大きくなって立派な松並木が復元

するのが楽しみです。また宿場口を意味する「上方見附跡」もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街道脇の今井川を反対側に渡ったところに「外川神

社」（とがわ）があります。境内の道祖神は虫封じと航

海安全のご利益があるとして、「お仙人様」の名で親

しまれ、かつては参詣客で溢れ返っていたそうです。

祭主は日本武尊で、ご神木は東海道からも良く見える

大きな欅です。 
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先に進みますと、前回皆さんに紹介した箱根駅伝のマンホールの蓋があります。ここ

から国道 1 号線を離れて旧東海道に入ります。   

途中に日蓮宗の「樹源寺」があります。鎌

倉時代に建てられた医王寺が焼失した後、

江戸時代初期に苅部家により身延山久遠

寺の末寺として開山されました。境内に美しい庭園があります。 

少し先の「帝釈天と旧元町橋跡」を過ぎ、元町橋交差点を左折し、50 メートルほど進

むと右手に急な坂道が出てきます。ここからいよいよ権太坂の登りにかかります。尚そ

のまま 50 メートルほど進むと国道 1 号線に出会います。この辺りは花の 2 区を任され

た各校のエースランナーが、母校の栄誉を賭けて、喘ぎながら坂道を駆け上っていく、

最高の勝負どころです。                        以上 

 


